
　　　　

R7 年 3 月 20 日

10 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 スタッフ・児童各々が多種多様な関係性を築き、全員の居場所であると認識してもらえるような環境を作っていく。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　リレーション 作成日支援プログラム（参考様式）

・約束事を書きだし、児童に読んでもらう事で約束を意識し守ることができるように促す。
・スケジュールの張り出しを行うことで、計画性を持ち活動に参加することができるように促す。

・手話を使えるスタッフが常駐していることで、手話の学習や聾の利用者とのコミュニケーションのサポートを行っている。
・単語トレーニングや学習プリントを用いた書き取りの学習を行っている。

・外出プログラムの際に、公共の移動手段を使用する。　・社会見学で工場等へ行き、流通や自分達の手元に届くまでの家庭を学習している。
　上記のプログラム等を用いて、社会性の向上を促している。
・小集団での活動を行うことで、異年齢異性別との関りを持ち様々な人間関係の構築を促す。

支援方針

様々な体験や経験を通して、これからの生活の中でそれらを生かし心身共に大きな成長に繋げていく。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

(１月)初詣や書初め　(２月)豆まきや恵方巻づくり　(３月)年度末お疲れ様プログラム　(４月)お花見やピクニック　(５月)こどもの日パーティや母の日製作　(６月)父の日製作
(７月)七夕パーティ　(８月)BBQやスイカわり、プール遊び、海水浴など　(９月)敬老の日製作　(10月)運動会　(11月)ハイキング　(12月)クリスマスパーティー
季節に応じた四季折々のプログラムを開催しています！

（別添資料１）

家族支援

・定期的にモニタリングを行い、家庭での悩みや様子の聞き取り
・必要に応じて家庭訪問 移行支援

・PC訓練
・生活日常動作の向上

地域支援・地域連携

・各自動の担当者会議に参加
・学童期やひきこもりの会に参加、役員を引き受ける。
・地域のイベントに参加

職員の質の向上

・研修に参加
・防災訓練等を行う。

支　援　内　容

・自作した持ち物チェック表を用いて、荷物チェックを行い、持ち物の把握・管理を促す。
・歩行訓練やストレッチを行い正しい姿勢での活動や発達を促す。
・洗濯や食器洗い等の生活力の向上を促す。

・ハイキングや運動会、ゲームなどの運動プログラムや、ビジーボード等の知育玩具を用いて指先のトレーニング、ハンドメイドのプログラムを行うことで
　道具の使い方、基礎体力の向上や、様々な感覚の向上を促す。
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